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この夏休みは、いつもの年以上にテレビを見ました。オリンピックや今まさに行われている

パラリンピックの様子を、始めは軽い気持ちで眺めているのですが、いつの間にか時間を忘れ

見入っていることがしばしばありました。 

 オリンピックでも感動的な場面がいくつもありましたが、パラリンピックを見ての感動はオ

リンピックとはまた違うものを感じています。オリンピックに出場するアスリートは、まさに

超人です。私たちをはるかに凌ぐ体型や鍛え抜かれた肉体は私たちの手の届かない存在です。

しかし、パラリンピックに出場する選手は、時に私たちが手を差しのべ、支援しないと生活に

不自由さを感じる人々です。パラリンピックでの様子を見ても、両手のない背泳ぎの選手は、

スタートするときにバンドを口にくわえ、その反対の端を補助者が引っ張ってスタートの姿勢

を維持しています。目に障害のある陸上選手は、伴走者の力を借りてトラックやマラソンコー

スを走ります。しかし、ひとたび競技となると健常者でも足もとにも及ばないパフォーマンス

を発揮します。車いすラグビーや車いすバスケットの選手は、足の障害

だけでなく手や腕に障害を抱えている人も少なくないそうですが、巧み

に車いすを操ります。両手がない卓球選手が、口でラケットをくわえ足

の指に卓球の球を挟んで上に投げ上げ、サーブする動きには目を奪われ

ました。下関市出身の視覚障害者マラソンの道下美里選手と同じマラソ

ン大会に出たことがありますが、男性ランナーをぐんぐん追い抜くスピ

ードは驚異的で、40歳を超え昨年世界記録（2時間 54分 13秒）を

出すその気力と体力には、ただただ驚くばかりです。 

 障害者の競技種目では、健常者に比べ年齢を重ねてから自己記録や世界記録の更新すること

が多いそうです。障害を克服して自分の力を最大限発揮するための技術を身に付けるには、多

くの時間を要するためということでした。そのため、30 代や 40 代、中に 50 代 60 代の選

手もいます。そんな選手を見ていると、自分もまだできることがあるのでは…と気持ちを後押

しされているように思います。パラリンピアンの姿に、自分の境遇を嘆くのではなくできるこ

とを探す前向きさや周囲への感謝、困難に立ち向かう勇気など多くの事を学んだように思いま

す。 

湯田小学校の大切な言葉：あしたも会おうね 温かい学校 ～学び合い～ 

チャレンジ目標 ： 湯田小 ABC 

パラリンピアンから学ぶ 
～ 前向きさ・周囲への感謝・困難に立ち向かう勇気 ～ 



 

 

 夏休み中に配信したメールや昨日配付したプリントにも記していますが、新型コロナウイル

スの感染が拡大し学校行事の見直しを迫られている状況です。「水泳授業の中止」「9 月 10 日 

参観日の中止」「9月 14日 クラブ活動の中止」をすでにお知らせしています。特に、水泳に

ついては、水着の準備等されていたご家庭も多かったと思います。急な変更となりご迷惑をお

かけしました。 

それ以外にも、9月 3日（金）に予定していた委員会活動や、9月 17日（金）に予定して

いた 1年生の遠足も延期したところです。6年生の修学旅行も、当初は 9月 30日、10月 1

日で広島方面を予定していましたが、7月の段階で 9月 28 日、29日に山口県内（長門・下

関方面）に変更し、さらにこの状況から最悪の状況を想定し、12月上旬に山口県内（長門・下

関方面）の日程も旅行業者に依頼し仮押さえしています。 

 このように、今はいろいろな行事や活動にブレーキをかけているところです。しかし、どの

ような状態になろうとも学びを止めない努力もしています。1 学期末には児童 1 人に 1 台タ

ブレットが配付されました。諸手続が終わって、2 学期からはなんとか使える見通しが立ちま

した。近いうちに 1度各家庭に持って帰り、万が一休校などになったときにも対応できるよう

インターネットの接続状況もテストできればと考えています。10月に予定されている行事も、

最悪を想定しどのような形にすれば実施が可能か、各学年、各担当が協議・検討し学びを止め

ないよう少しずつアクセルも踏んでいるところです。 

 保護者の皆様には、引き続きご心配・ご迷惑をおかけしますが、ご理解・ご支援をよろしく

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学びを止めないためのブレーキとアクセル 

100万円のご寄付をいただきました  
 

 昨年度末の話になりますが、湯田小学校に 100万円のご寄付をいただきました。 

 ４0年近く前になりますが、本校に勤務されていた中川久美子先生が昨年他界さ

れ、ご主人から故人の遺志により「以前勤務していた思い出深い湯田小学校に」と寄

付のお話をいただきました。その後、100万円の用途を検討した結果 

 ・ 6年生教室の黒板取り替え 

 ・ 図書室の書架購入（3台） 

 ・ 百科事典「ポプラディア（新版 全 18巻）」の購入 

以上としました。 

 この夏休み中に、6年生の教室の黒板取り替えと図書室の書架の 

購入は済ませ、百科事典も新版（秋に発売予定）も今後購入予定です。 

 ご寄付に対してお礼申し上げるとともに、子どもたちにも紹介して 

大切に使わせていただきたいと思います。 

 


